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zumeinen,dadasErkennensichmitdem Ansichoderdem Wesenbegnugen,dieForm aber
ersparenkonne,― daderabsoluteGrundsatzoderdieabsoluteAnschauungdieAusfuhrung
desersterenoderdieEntwicklungderanderenentbehrlichmache.
形式と実在とは等しいと語られることがあるが，だからといって，自体的な実在の認識だけで十分で
あって，形式のほうは省略してかまわないと考え，絶対的原則や絶対的直観があれば，その原理の実現
や直観の展開はしなくてもよいと思いこむのは，誤解である。
解「形式と実在とは等しい」という見地については，シェリングは『哲学体系の詳述（Fernere
Darstelungenausdem System derPhilosophie）』（1802）ではこうのべている。「特殊なものを特
殊なものにし，有限なものを有限にするのは形式なので絶対者において特殊なものと普遍なものとが絶
対的に一つであるからには，形式も実在と一つであり，すなわち，両者は絶対的である」（SW I/IV,S.
368）。そして，シェリングによれば，絶対者の形式と実在を等値する直観が知的直観なのである（SW
I/IV,S.369）。その際に，絶対者の形式とは，同一性の同一性を表現する「A＝A」という命題である。
ところが，ここでヘーゲルがいっている形式とは，「原理の実現」や「直観の展開」であり，命題の自
己運動としての「思弁的叙述」なのである。
 実在にとって形式は肝要である。
GeradeweildieFormdemWesensowesentlichistalsessichselbst,
実在にとって形式が肝要であることは，当の実在が自分自身にとって肝要であるのと同様である。
解 ここからして，形式を肝要とする実在が，形式を肝要としない実在から区別されて，さらに
形式を主体と呼んでいるし，実在は生きた実体になる。主体としての形式はとりわけ哲学体系である。
 実在の把握は，直接的実体の把握だけではなくて形式の展開の把握でもある。
istesnichtbloalsWesen,d.h.alsunmittelbareSubstanzoderalsreineSelbstanschauung
desGottlichenzufassenundauszudrucken,sondernebensosehralsForm undim ganzen
ReichtumderentwickeltenForm;
だからこそ，実在が把捉され表現されるためには，たんに実在として，すなわちたんに直接的な実体
として，あるいは神的なものの純粋な自己直観としてばかりでなく，同様に，形

式

としても，しかもそ
の豊かな展開の全体においても，把捉され表現されるのでなければならない。
解 この文は，シェリングの表現で，実体と主体との関係を表現している。すなわち，実在が真
なるものであり直接的実体である。そして，展開された形式が主体である。その上で，真なるものとし
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ての実在が，直接的実体としてだけではなくて，同様に展開された形式として把握され表現されなけれ
ばならないのである。いわゆる主体説を表現した文には欠落していた「ばかり」が明示されている点で
はより精確な表現である。
 形式が展開されると現実的なものとなる。
dadurchwirdeserstalsWirklichesgefatundausgedruckt.
そのことによって実在は，はじめて現

実

的

な

も

の

として把捉され表現されることになるのである。
解 シェリングによれば，実在であるが，ヘーゲルによれば主体である絶対者が「現実的なもの」
として把握されるということは，概念把握のことをいっている。そして，その結果が表現されるという
ことは，思弁的に叙述され体系となることを意味している。
GW:GeorgWilhelm Hegel,GesammelteWerkeinVerbindungmitderDeutschenForschungsgemeinschaft.
Hrsg.v.derRheinisch-WestfalischenAkademiederWissenschaften.FelixMeinerVerlag,Hamburg,
1968ff.（GW の後に巻数と頁数を記してある）
W:GeorgWilhelmFriedrichHegel:WerkeinzwanzigBanden.AufderGrundlagederWerkevon18321845neu
editierteAusgabe.RedaktionEvaMoldenhauerundKarlMarkusMichel,FrankfurtamMain,Suhrkamp
Verlag,19691979.（W の後に巻数と頁数を記してある）
Phan.:G.W.F.Hegel,PhanomenologiedesGeistes（1807）.Hrsg.v.H.F.Wesselsu.H.Clairmont,FelixMeiner
Verlag,Hamburg,1988.
NSW:F.W.J.SchelingWerke.Hrsg.v.H.Buchner,W.G.JacobsundA.Pieper,Fromman-Holzboog,Stutt-
gart,1975ff.
SW:F.W.J.SchelingssamtlicheWerke.Hrsg.v.K.F.A.Scheling,J.G.Cotta,Stuttgart/Augsburg,1856ff.
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